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百万円未満切捨て

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 10,402 25.0 1,918 18.9 1,948 18.4 1,324 17.8

2021年３月期第２四半期 8,319 10.8 1,613 60.1 1,644 58.1 1,124 60.0

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 1,322百万円（17.4％） 2021年３月期第２四半期 1,126百万円（60.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 58.17 57.49

2021年３月期第２四半期 49.82 49.01

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 12,661 7,244 57.0

2021年３月期 12,919 6,016 46.5

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 7,222百万円 2021年３月期 6,006百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 5.00 － 12.00 17.00

2022年３月期 － 5.00

2022年３月期（予想） － 9.50 14.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（注）当社は、2020年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式

分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

　2021年３月期の配当金につきまして、中間配当金の内訳は、普通配当2.50円　市場変更記念配当2.50円、期末配当金の内訳は、普通配
当9.50円　東証一部指定記念配当2.50円であります。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,025 3.7 3,100 87.8 3,155 80.8 2,073 85.1 91.07

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 23,490,800株 2021年３月期 23,490,800株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 718,652株 2021年３月期 721,052株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 22,770,797株 2021年３月期２Ｑ 22,577,805株

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2020年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数、期中平均株式数を算定しております。

※　四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、業況の変化等によ

り上記予想数値と異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における経済環境は、新型コロナウイルス感染症の拡大により国内外の経済活動が抑

制されるなど、厳しい状況で推移しました。ワクチン接種の普及が進み、緊急事態宣言が解除されるなど持ち直し

の動きが見られますが、半導体の供給不足や燃料価格の高騰などによる下振れリスクがあり、先行きは不透明な状

況です。

　当社グループの事業につきましては、コスト削減や省エネルギーを促進する商品・サービスを取り扱っているこ

とから、景気の変動にかかわらず需要は安定しています。また、再生可能エネルギーの利用促進・脱炭素といっ

た、環境にやさしく社会の潮流に合った商品・サービスの提案をすることで、事業者向け・一般消費者向けのいず

れも受注は好調に推移いたしました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は10,402百万円（前年同四半期

比25.0％増）、営業利益は1,918百万円（前年同四半期比18.9％増）、経常利益は1,948百万円（前年同四半期比

18.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,324百万円（前年同四半期比17.8％増）となりました。

事業別の状況は、以下のとおりであります。

〔エネルギーコストソリューション事業〕

エネルギーコストソリューション事業につきましては、事業者のコスト削減や省エネルギー化のため、電力基本

料金削減コンサルティング、各種省エネ設備の販売を推進し、顧客に電力の運用改善・設備改善などの提案をして

まいりました。また、前期から販売を開始した事業用自家消費太陽光発電システム、ＩoＴ機器は好調に販売を拡大

いたしました。

　その結果、売上高は2,597百万円（前年同四半期比10.9％増）、セグメント利益は1,150百万円（前年同四半期比

45.3％増）となりました。

〔スマートハウスプロジェクト事業〕

スマートハウスプロジェクト事業につきましては、再生可能エネルギーへの関心の高まりや、太陽光発電の10年

間の固定価格買取制度の適用が終わる卒FIT案件の増加といった市場環境による底堅い需要がある蓄電池の販売を積

極的に推進し、好調に販売を拡大いたしました。新型コロナウイルス感染症の拡大により緊急事態宣言の発出もあ

りましたが、催事販売への影響は軽微でした。

　その結果、売上高は2,172百万円（前年同四半期比24.3％増）、セグメント利益は264百万円（前年同四半期比

56.7％増）となりました。

〔小売電気事業〕

　小売電気事業につきましては、電力の調達改善を顧客に提案することにより、順調に受注を伸ばしております。

前年同四半期については新型コロナウイルスの影響により電力需要が減少したことで電力調達価格が低下しました

が、当第２四半期累計期間については電力調達価格が安定したことで、結果的に前年同四半期に比べて利益率は低

下いたしました。

　その結果、売上高は5,633百万円（前年同四半期比33.2％増）、セグメント利益は860百万円（前年同四半期比

13.8％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は以下のとおりであります。

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は10,570百万円となり、前連結会計年度末に比べ595百万円減少い

たしました。これは主に、現金及び預金が925百万円、商品が49百万円、未収還付法人税等が246百万円、未収消費

税等が47百万円減少した一方、売掛金が663百万円増加したことによるものです。固定資産は2,090百万円となり、

前連結会計年度末に比べ337百万円増加いたしました。これは主に投資有価証券が483百万円増加した一方、機械及

び装置が29百万円、繰延税金資産が48百万円、敷金及び保証金が68百万円減少したことによるものです。

　この結果、総資産は12,661百万円となり、前連結会計年度末に比べ258百万円減少いたしました。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は3,950百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,254百万円減少

いたしました。これは主に、買掛金が1,119百万円、未払金が237百万円減少した一方、未払法人税等が114百万円増

加したことによるものです。固定負債は1,466百万円となり、前連結会計年度末に比べ230百万円減少いたしまし

た。これは主に、長期借入金が230百万円減少したことによるものです。

　この結果、負債合計は5,416百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,485百万円減少いたしました。
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（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は7,244百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,227百万円増加い

たしました。これは主に、「収益認識に関する会計基準」の適用に伴う会計方針の変更により165百万円、親会社株

主に係る四半期包括利益により1,322百万円増加した一方で、剰余金の配当により273百万円減少したことによるも

のです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月14日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,206,608 7,281,329

受取手形及び売掛金 2,349,392 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 3,012,982

商品 234,237 184,317

前払費用 85,991 88,143

未収還付法人税等 247,283 292

未収消費税等 47,156 －

その他 4,988 15,234

貸倒引当金 △10,184 △12,254

流動資産合計 11,165,473 10,570,045

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 106,062 105,982

機械及び装置（純額） 684,135 654,876

車両運搬具（純額） 23,837 24,681

工具、器具及び備品（純額） 89,627 92,333

土地 123,877 123,877

建設仮勘定 1,390 －

有形固定資産合計 1,028,930 1,001,751

無形固定資産

ソフトウエア 13,902 11,548

無形固定資産合計 13,902 11,548

投資その他の資産

投資有価証券 219,219 702,990

繰延税金資産 126,343 77,919

敷金及び保証金 331,139 262,424

その他 34,169 34,323

投資その他の資産合計 710,872 1,077,658

固定資産合計 1,753,705 2,090,958

資産合計 12,919,179 12,661,003

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,319,662 2,200,175

１年内返済予定の長期借入金 537,451 471,069

未払金 588,162 350,717

未払法人税等 492,027 606,869

未払消費税等 222,310 209,648

預り金 15,827 91,784

その他 29,413 19,980

流動負債合計 5,204,854 3,950,244

固定負債

長期借入金 1,620,780 1,390,160

資産除去債務 76,310 76,443

その他 257 36

固定負債合計 1,697,348 1,466,640

負債合計 6,902,202 5,416,885

純資産の部

株主資本

資本金 640,874 640,874

資本剰余金 381,992 380,937

利益剰余金 5,473,295 6,690,445

自己株式 △487,831 △486,208

株主資本合計 6,008,330 7,226,048

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,853 △3,967

その他の包括利益累計額合計 △1,853 △3,967

新株予約権 10,498 22,036

純資産合計 6,016,976 7,244,118

負債純資産合計 12,919,179 12,661,003
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 8,319,295 10,402,983

売上原価 4,921,938 6,601,482

売上総利益 3,397,357 3,801,500

販売費及び一般管理費 1,783,561 1,883,370

営業利益 1,613,796 1,918,129

営業外収益

受取利息 40 36

受取配当金 10,415 －

受取手数料 13,362 15,510

助成金収入 3,330 20,852

その他 6,455 3,573

営業外収益合計 33,604 39,973

営業外費用

支払利息 2,241 2,965

支払手数料 － 6,217

その他 293 748

営業外費用合計 2,534 9,931

経常利益 1,644,865 1,948,171

特別利益

固定資産売却益 11 35

特別利益合計 11 35

特別損失

固定資産除却損 589 4,817

固定資産売却損 403 605

特別損失合計 992 5,423

税金等調整前四半期純利益 1,643,884 1,942,784

法人税、住民税及び事業税 488,337 656,589

法人税等調整額 30,738 △38,345

法人税等合計 519,076 618,244

四半期純利益 1,124,808 1,324,540

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,124,808 1,324,540

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 1,124,808 1,324,540

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,418 △2,113

その他の包括利益合計 1,418 △2,113

四半期包括利益 1,126,226 1,322,426

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,126,226 1,322,426

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,643,884 1,942,784

減価償却費 56,313 54,349

株式報酬費用 － 12,102

貸倒引当金の増減額（△は減少） 573 2,070

受取利息及び受取配当金 △10,455 △36

支払利息 2,241 2,965

固定資産除売却損益（△は益） 980 5,387

売上債権の増減額（△は増加） △270,552 △150,267

棚卸資産の増減額（△は増加） △123,313 49,920

未収消費税等の増減額（△は増加） 11,515 47,156

仕入債務の増減額（△は減少） 238,791 △1,303,344

未払金の増減額（△は減少） △83,519 △286,051

未払消費税等の増減額（△は減少） △35,575 △42,704

その他 △85,212 93,287

小計 1,345,672 427,619

利息及び配当金の受取額 13,357 36

利息の支払額 △2,137 △2,851

法人税等の支払額 △431,452 △331,184

営業活動によるキャッシュ・フロー 925,439 93,620

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △600,000

投資有価証券の売却による収入 200,482 113,182

有形固定資産の取得による支出 △18,563 △30,598

無形固定資産の取得による支出 △2,318 －

敷金及び保証金の差入による支出 △26,019 △158

敷金及び保証金の回収による収入 21,663 68,898

その他 13 △299

投資活動によるキャッシュ・フロー 175,259 △448,974

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △223,394 △297,002

株式の発行による収入 41,500 －

ストックオプションの行使による収入 0 2

配当金の支払額 △214,193 △272,926

財務活動によるキャッシュ・フロー △396,086 △569,925

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 704,611 △925,279

現金及び現金同等物の期首残高 4,176,111 8,206,608

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,880,723 7,281,329

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、当社グループでは主

に小売電気事業における電力料金収益及び関連する託送料金相当額の計上方法を変更しております。

　小売電気事業においては、各顧客に設置されている電力メーターの検針により販売電力量を確定し電力料金を計

算しており、その確定検針手続は、エリアや契約種別等により分割した顧客グループごとに循環的に実施しており

ます。「収益認識会計基準」適用前の会計処理は、確定検針データに基づき請求金額が確定した時点で収益を認識

しておりましたが、同基準の適用により、請求金額が確定した時点ではなく、電力の供給に応じて会計期間に対応

した電力料金収益を算定して収益を計上しております。託送料金相当額についても同様に検針期間ではなく、会計

期間に対応した費用を計上しております。

　「収益認識会計基準」の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期

首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86

項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を

認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き（１）に定

める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した

後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減しており

ます。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は37,380千円増加し、売上原価は24,199千円減少、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ61,579千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は

165,847千円増加しております。

　「収益認識会計基準」を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示しておりま

す。なお、「収益認識会計基準」第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表

示方法により組替を行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　

2020年３月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約か

ら生じる収益を分解した情報については記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、「時価算定会計基準」が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計エネルギーコスト
ソリューション事業

スマートハウス
プロジェクト事業

小売電気事業

売上高

外部顧客への売上高 2,341,689 1,747,413 4,230,192 8,319,295

セグメント間の
内部売上高又は振替高 － － － －

計 2,341,689 1,747,413 4,230,192 8,319,295

セグメント利益 791,916 168,545 998,457 1,958,919

利益 金額

報告セグメント計 1,958,919

全社費用（注） △345,123

四半期連結損益計算書の営業利益 1,613,796

(セグメント情報)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社の一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計エネルギーコスト
ソリューション事業

スマートハウス
プロジェクト事業

小売電気事業

売上高

外部顧客への売上高 2,597,391 2,172,558 5,633,033 10,402,983

セグメント間の
内部売上高又は振替高 － － － －

計 2,597,391 2,172,558 5,633,033 10,402,983

セグメント利益 1,150,440 264,155 860,647 2,275,242

利益 金額

報告セグメント計 2,275,242

全社費用（注） △357,112

四半期連結損益計算書の営業利益 1,918,129

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社の一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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